
●大人《早割＆丸子割》　￥2,200
※早割は 10/16 迄にお求めください。※丸子割＝町内にお住まいの方

　《前売　※ 10/17 ～前日迄》　￥2,500
    《当日》　￥2,800 　※前売の残りがある場合のみ発売します

○こども（小学生～高校生 / 当日も同額）￥1,100

　※チケットの購入方法、お取扱は裏面をご覧下さい
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第二十三回 【会場】

元祖とろろ汁丁子屋◇宗長の間

〒 421-0103
静 岡 市 駿 河 区 丸 子 7-10-10
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●交通アクセス
《電車・バス》
ＪＲ静岡駅北口バ
スターミナル 7 番
乗り場から中部国
道線「藤枝駅」行
きバスで約 20 分
「丸子橋入口」停留
場降りてすぐ。

《車》国１バイパス
丸子インターから

すぐ。駐車場80台。

◆木 戸 銭 入場料のご案内◆　

★とろろ寄席限定★お得なセットお食事券
1枚1800 円（税別）　おひとり様２枚まで購入OK
※寄席当日は寄席の日限定のお膳をお楽しみください

　※当日以外は本陣定食 (2160 円 ) が召し上がれます

※次回開催の前月末 2019 年 12 月末まで有効 

国道➊号バイパス
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当日同時開催！

「お江戸な楽市」

丁寧な仕事で作ら

れている昔ながら

のお茶菓子や美味

しいもの、和の小

物、工芸品、新 鮮

野菜などなど、職

人さんやお店の方

とお喋りしながら

お買い物も楽しみ

ください
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昌
味

神田

地元ゲスト◇打楽器シンゲン ◆津軽三味線福居八大※夜席のみ



西の落語界の横綱「2 代目 桂枝雀師」のご長男。舞台役者、

ミュージシャンなど多才な活動を経て、音楽活動の側らトークラ

イブや落語もやっていたこともあり、43 歳で本格的に落語の道

へ。枝雀師の弟弟子、桂ざこばに入門。現在は前座修業を 1

年の務め上げ、大阪を中心に各地の高座に連日上がりながら、

早くも関西のラジオのレギュラーなど精力的に活動している

とろろ寄席妻多出演。1997 年、金原亭伯楽に入門。「小

駒」の名で前座修行、二つ目を経て、2013 年「龍馬」

に改め真打に昇進。龍馬と名乗るが、 イケメンで、粋

でリズミカルな 語り口、颯爽とした身のこなしで江戸っ

子らしい風情が魅力。着物や三味線、銭湯など江戸文

化にも精通している。都内の寄席を中心に長く続く地

域寄席、名門「落語研究会（ＴＢＳ）」などに出演

《チケットの取り扱い》
➊ご来店・お電話（FAX）でお求めの方⇒丁子屋 へ 

※電話やＦＡＸ（054-257-1234）でお申込の方は、代金をお申込から１週間

以内にお振込またはご来店にてお支払をお願い致します。振込先は折り返しお伝え

いたします。切符は寄席当日、帳場でお受け取りください。

② PC、スマホからお求めの方⇒mo t 笑店 へ
⇒ h t t p s : //mo t show ten . t h e shop . j p /
※オンラインストアなので 24 時間、どこからでもパソコン、スマホから申込ＯＫ。 
※コンビニ払、クレジットカード払、振込などお支払方法が選べます。
※会場受け取りと郵送を選べます。郵送での受取は 10 日前迄。

③テケツ（切符）取扱店

静岡おまち近辺●紺屋町 _ ｱｰﾄ＆ｸﾗﾌﾄ YUTORI　●七間町 _Livingroom　
●清水区入江 _ 竹翁堂　●焼津市＿まつのき農園
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●お問い合わせ・お申込は丁子屋まで

☎ 0 5 4 - 2 5 8 - 1 0 6 6
※受付時間／金土日 11 時～ 19 時まで／月～水 11 時～ 17 時
※木曜定休。月末は水・木が連休
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01 地元ゲスト◆ 福居八大◇津軽三味線

小学生から民謡を始め、紆余曲折ありながら 24 歳で三味線を本格的に
始める。27歳で東京の福居典大に入門、2004年に福居流師範の資格と「八
大」の雅号を許される。近年は津軽三味線に魅せられ、津軽芸能演奏団「八
大 ‘ 豆（はちだいズ）」を結成、演奏活動を静岡各地でも展開している

02 地元ゲスト◇ シンゲン◇打楽器
小学４年から夏にゲスト出演してくれているキッズドラマー＆パーカション。
中学に上がってさらなる進化を続けている

03 ◆開口一番 勤勉亭不精  南山大学落研
小学生で高座デビュー して大学までアマチュア落語家として活躍

1989年、高校卒業と同時に 2代目神田山陽に入門。

1999年真打昇進。「葵徳川三代記」「赤穂義士伝」など

講談の古典はもちろん、講談のリズミカルな修羅場を日

常のあるある噺を題材に「ダイエット修羅場」「お見合い

修羅場」なども創作し演じている。現在は陶芸家の妻、

５児の母として岐阜に住まいながら、東京での定例会や

寄席、各地での講談会や講演など飛び回って活躍中

出演者プロフィール
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二〇二〇年

初席：１月25 日 ( 土 )

春席：５月15 日 ( 金 )

夏席：８月21 日 ( 金 )

秋席：11月 16 日 ( 月 )

落語がもっと面白くなる！　お江戸の文化や暮らしもワカル！　定期開催中のワークショップやセミナーもとろろ寄席と一緒にぜひ！

どちらもお問い合わせはもっとコミュニケーション  info@motcom.jp

らくご笑クササイズ
お江戸の暮らし、文化を掘り下げながら落語（動画）
を鑑賞。落語をもっと愉しみたい方も、脳活、健
康づくり、コミュニケーション力アップにも、楽
しみながら学べます。親子で楽しみながら聞く力、
お喋り力を養う「笑クササイズキッズ」も同時開
講中。落語に挑戦したい！キッズ部員募集中！
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